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１、学校教育課からの説明 



コミュニティ・スクール

相模原市キャリア教育
～ 横の連携 ～

相模原市教育委員会
学校教育課企画指導班



相模原市のキャリア教育

縦の接続

横の連携



相模原市のキャリア教育 これまでの成果

◆全国学力・学習状況調査（児童質問紙）
問：自分には、よいところがあると思いますか。

小学校
８７.０％



◆全国学力・学習状況調査（生徒質問紙）
問：自分には、よいところがあると思いますか。

中学校
８５.５％

相模原市のキャリア教育 これまでの成果



◆全国学力・学習状況調査（児童質問紙）
問：先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。

小学校

相模原市のキャリア教育 これまでの成果



◆全国学力・学習状況調査（生徒質問紙）
問：先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。

中学校

相模原市のキャリア教育 これまでの成果



小学校と中学校がビジョンを共有して
連携・協働することで

児童生徒は自己肯定感を高めることができる

めざす子ども像 育みたい力

相模原市のキャリア教育 これまでの成果



地域の学校応援体制

かしまる応援団
メンバーは、学校運営協議会委員が
地域とのつながりの中から呼びかける

◆学校がめざすキャリア教育の力「自ら進んでつながる力」
・感謝する心
・自ら協力して行動しようとする姿

地域と学校が同じビジョンを持って児童と接する

令和５年度 鹿島台小学校

運動会前の環境整備（石拾い）
・作業時間を中休みに設定
・児童の「ありがとうございます」や
「手伝います」の言葉

・その姿を大人が認める

地域でも
同じ視点で

子どもと関わる

教育効果が
高まる！

運動会前の環境整備
子どもたちが進んでお手伝い

相模原市のキャリア教育 横の連携とは



コミュニティ・スクールの導入

ビジョンの共有

どのような活動

持続可能

相模原市のキャリア教育 横の連携とは



学校運営について、教職員だけでなく
保護者や地域住民・地域企業などの
様々な人が参画できる仕組みを持った
学校のこと

課題の多様化
みんなで育む
社会の実現

「深い学び」
｢社会の創り手｣

コミュニティ・スクールとは





保護者、地域住民、学識経験者、教職員などが委員となり、学校運営
に必要な支援についてビジョンを共有しながら協議する合議体

◆委員 ５名＋校長 ※相模原市非常勤特別職（任期：１年）
◆回数 年４回程度
◆必ずやること
・学校運営の基本方針の承認
・学校評価

◆できること
・学校運営について意見を述べる
・教職員の任用について、教育委員会に意見を述べる

◆その他
・学校の取組を周知
・役割分担を明確にする

学校運営の基本方針

●学校教育目標に関すること
●教育課程の編成に関すること
●校長が必要と認める事項

学校運営協議会とは





設置学校名

Ｈ３０青和学園

Ｈ３０中央小学校

Ｈ３０富士見小学校

Ｈ３０中央中学校

Ｈ３０大野小学校

Ｈ３０鹿島台小学校

Ｈ３０鵜野森中学校

Ｒ５鳥屋学園

Ｒ５橋本小学校

Ｒ５宮上小学校

Ｒ５田名小学校

Ｒ５淵野辺小学校

Ｒ５大野北中学校

Ｒ５小山中学校

設置学校名

Ｒ７九沢小学校

Ｒ７川尻小学校

Ｒ７光が丘小学校

Ｒ７横山小学校

Ｒ７田名北小学校

Ｒ７新宿小学校

Ｒ７若草小学校

Ｒ７田名中学校

Ｒ７共和中学校

Ｒ７相武台中学校

２４校/１０５校

コミュニティ・スクール 相模原市では



主な取組内容

◆生活科・総合的な学習の時間

◆児童・生徒支援

◆学校支援ボランティア

◆登下校の安全

◆キャリア教育

◆放課後補習

◆コンセプトづくり

コミュニティ・スクール 相模原市では







◆ビジョンの共有（どんな人・学校・地域）

◆役割分担（できることは何だろう）

◆みんなで少しずつつくりあげる

◆みんなで育てる（子どもは共通項）

◆保護者目線での意見

コミュニティ・スクールのポイント



 
 
 
 
 
 
 

2、生涯学習課からの説明 



地域学校協働活動
について

相模原市教育委員会

生涯学習課総務企画班



イメージ図引用元：
「これからの学校と地域（文部科学省）」



１．地域学校協働活動とは

【地域学校協働活動とは】
地域住民、学生、保護者、NPO、民間企業、団体・機関等の幅広い地域住民の参画を得て、

地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目
指して、学校と地域が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。

地域と学校が協働して行う

子どもの成長や学びを支えるための様々な活動

【コミュニティ・スクールと

地域学校協働活動を一体的に推進する目的】

（１）教育の質の向上

（２）地域連携の強化

（３）児童生徒の社会性と人間力の育成

（４）家庭・地域と学校の連携強化



●生活支援● ●体験学習の充実●
登下校時の見守り 通学路の安全点検

写真引用元：「家庭地域学校もっと一緒にやっていこう活動事例集（厚木市教育委員会）」

２．地域学校協働活動の具体的な活動事例

●学習の支援●●環境の整備●
花壇の花植え 図書の点検

本の読み聞かせ
授業等の補助

餅つき体験

バードウォッチング体験



３.コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進（イメージ図）

【推進員の主な役割】

■地域や学校の実情に応じた地域学校協働活動の企画・立案

■学校や地域住民、企業・団体等の関係者との連携・調整

■地域ボランティアの募集・確保
イメージ図引用元：
「これからの学校と地域（文部科学省）」



４.コミュニティ・スクール、地域学校協働活動推進員の導入校一覧（R7.8）

肩書学校名№
PTA会長中央小学校1
元PTA会長富士見小学校2
民生委員・児童委員
（主任児童委員）中央中学校3
元副校長青和学園4

地域住民（地元商
店会副会長等）淵野辺小学校5

田名小学校6
鳥屋学園7

大野北中学校8
鹿島台小学校9
鵜野森中学校10
大野小学校11
宮上小学校12
橋本小学校13
小山中学校14

肩書学校名№
民生委員・児童委員
（主任児童委員）新宿小学校15

若草小学校16
相武台中学校17
田名北小学校18

民生委員・児童委員
（主任児童委員）横山小学校19

九沢小学校20
田名中学校21
共和中学校22
川尻小学校23
光が丘小学校24

【導入スケジュール】

・コミュニティ・スクールを毎年２０校ずつ導入

※令和７年度は１０校

・地域学校協働活動推進員は、コミュニティ・スクー
ル導入の１年後を目途に配置

市内小中学校は

計１０５校（令和７年度）

※太字は推進員を配置している学校



５.コミュニティ・スクール、地域学校協働活動に係る各役割について

【学校】
〇学校運営協議会委員、

推進員の推薦

〇学校運営協議会との連絡・調整

〇推進員への活動依頼・調整

地域学校協働活動
推進員

【教育委員会】
●学校運営協議会委員、

推進員の委嘱

●報酬等の支払い

●推進員等の活動への支援

（研修、マニュアル作成等）

【地域（PTA）】
◎推進員の協力、サポート支援等

◎単位PTA会議やブロック協議会等との

連携・情報共有

【その他】

・公民館

・民生委員・児童委員

・社会福祉協議会

・区役所（まちづくりセンター等）

・自治会 など

※イメージ



 
 
 
 
 
 
 

3、地域学校協働活動推進員 
からの説明 



令和7年度
市P連第2回代表者会

地域でどう支えるか?
～コミュニティスクールで築く子どもの

居場所ネットワーク～

2025年9月18日（木）
淵野辺小学校

地域学校協働活動推進員
福原 信広



自己紹介
略歴
1970年 福島県いわき市生まれ
1973年 相模原市相模台に転入、以来、幼少中高大と相模原市・町田市で育つ
1992年～2007年 金融機関に就職
2007年～2020年 大学に転職（大学院事務室⾧3年、地域社会連携室⾧10年）
2021年 会社設立（～現在）
2021年 にこにこ星ふちのべ商店会 副会⾧（～現在）
2023年 サレジオ工業高等専門学校 事務局⾧（～現在）
2023年 NPO法人男女共同参画さがみはら 代表理事（～現在）
2025年 淵野辺小学校 地域学校協働活動推進員（～現在）



令和7年度 淵野辺小学校 学校経営グランドデザイン



令和7年度 淵野辺小学校
学校経営グランドデザイン

【学校教育目標】

自ら拓く 共に拓く
・自ら学ぶ子
・チャレンジする子
・認め合える子



令和7年度 淵野辺小学校
学校経営グランドデザイン

【５つの基本方針】
１．多様な人と協働し、未来を拓く力を育む授業への改善
２．子供が主体的に創りあげる教育活動の推進
３．一人一人の子供を理解し、大切にする児童支援体制の推進
４．学校を開き、地域とともにある学校を目指す教育課程の推進
５．健やかな心と体を育み、働くことの喜びを実感する教育活動の推進



淵野辺小学校学校運営協議会について

コミュニティ・スクール
学校運営協議会

「はやぶさネットワーク」
メンバー

校⾧、副校⾧、学びコーディネーター、
大野北公民館⾧、にこにこ星ふちのべ商店会役員、
青山学院大学教員、麻布大学職員、桜美林大学職員、

地域学校協働活動推進員
オブザーバー:PTA役員



今までの地域との連携実績

１．大野北銀河まつり
（１）地域（商店会）ブース等のお手伝い
①販売のお手伝い
②ゴミ分別ブースのお手伝い

（２）注意喚起ポスター作成
①注意喚起内容は、禁煙、ゴミ分別、水分補給、などなど
②毎年約20～30枚のポスターを掲示



「大野北銀河まつり」の様子



今までの地域との連携実績
２．学年・クラス からのオーダー
（１）寂しい商店会に「歌」をプレゼントして活性化につなげたい!
①桜美林大学の音楽の教授を紹介し、作詞作曲の出前授業を実施
②教授から曲のデモCDを受取り、歌の練習を実施
③商店会のイベントで生徒さんによる歌を披露

（２）組紐体験
①知り合いの組紐会社の社⾧に根回し依頼
②全面的に協力していただけた



現在進行中の相談事案①
下記は、淵野辺小学校の6年生の先生からのメール（抜粋）です。

私の学級のご相談をさせてください。
６年の総合学習は「考えよう!淵野辺の地域活性化」をテーマに各クラス取り組んでいます。
私の学級では、社会科の歴史学習と関連付け「地域の偉人から学ぼう」のテーマで学習を進めています。
教師側としては「地域の発展に尽力された先人の思いに気付くとともに、調べたことを発信することで地域の活
性化につなげる」ねらいをもっています。大まかな活動の流れとしては、以下のように考えています。
【１学期】
・テーマ、課題の設定 ・地域の歴史（人物）について各自で調べる

【２学期】
・調べたことの共有・さらに詳しく調べる（地域の人に聞く、実際に調査に行ってみる）
・表現方法を考える（調べたことをどうするか）

【３学期】
・表現の場を設定する（発表、PRなど）

子どもたちは１学期から夏休みにかけてインターネットを中心に調べ、「淵辺義博」や「矢部義兼」といった人物に着目してい
ます。活動のゴールとしては、何らかの形で地域に発信していけたらいいなと思っています。

ご相談としては、
①地域の歴史について詳しい方はいないか
②地域に向けた発表、PRの場の設定について

今のところこの２点です。特に①について、また活動内容についてもご助言いただけると大変ありがたいです。



現在進行中の相談事案①
下記回答までの間に2回ほどメールのやり取りがありました。（割愛させていただきます。）

福原からの回答 ↓↓↓

確かに、この2名（淵辺義博・矢部義兼）ですね。
ご参考までに、下記URL「大野北地区史跡MAP」をお送りいたします。
（発行:大野北地区史跡を守る会、協力:大野北地域誌編集委員会）

史跡MAPを通じて、大野北地区の遺跡や遺構を探究されるのもよいかもしれませんね。
そこに、２名の人物に関わる遺跡や遺構もあるので、探究する幅も広がるのではないでしょうか。
例:史跡MAPからの考察として、現在栄えている淵野辺駅周辺には、遺跡や遺構がほとんどないが、境川沿いに
多くの遺跡や遺構が存在する。なぜ、境川沿いに多いのか?を紐解いていくと多い理由が見えてくるかもしれま
せんね。

平成30年頃の「大野北地区まちづくり会議」で当MAPを作成し配布しております。
（当時、小職も「大野北地区まちづくり会議」の委員で、当MAP作成資金に地域活性化事業交付金を充当する審
査をした覚えがあります）



大野北地区史跡ＭＡＰ
表面 裏面



現在進行中の相談事案①

「大野北地区史跡ＭＡＰ」QRコード

先生からの返信↓↓↓

先日はメールありがとうございました。
「大野北地区史跡ＭＡＰ」さっそく子ども
たちに紹介しました。
ＭＡＰをもとにさらに調べ、見学に計画を
立てていきたいと思います。



現在進行中の相談事案②
2025年9月5日（金）に送られてきた「相談メール」です。↓↓↓

今回は、３年生の総合に関するご相談です。

３年生は初めての総合的な学習の時間で、テーマは「町について」です。
学年として、淵野辺の町について子どもたちがお話を地域の方にお聞きしたいと思っています。

内容としては、
1.地域の伝説（でいらぼっち、皇武神社おしらさま、淵辺義弘の大蛇伝説など）
2.淵野辺とJAXAのつながり（商店街と星の名前、お店にあるはやぶさなどに関係のある名産品）
3.商店街の方々のSDGｓの取り組み。
4.地域に残る自然、生き物などについて

今子どもたちが興味をもっていることについて話してくださる方を探しています。
よろしくお願い致します。



ご清聴ありがとうございました。


